
















での15年間、その当時帝国美術学校 École des Beaux-Artsへの入学が許さ
れなかった女性たちのためにアトリエを運営し、1881年には、サロン（官
展）を組織するようになった新フランス画家協会の会員になり、1889年
には《ヴィーナスの誕生》Naissance de Vénus, 1863で知られるあのカバネ























































営していた画家ゲラン Gabriel Guérin (1790‒1846) のもとで絵を学ぶ。やが
てアルザス地方オーラン県の支援7）を受けて上京し、帝国美術学校に入学
し、同郷の画家ドローランMichel-Martin Drolling(1786‒1851) や、ドロー






































Mme Jules Henner, 46×32.5cmのように、エンネルにとっては終生の主題
だった。
　家族以外の肖像画も1845年ころの作品《ある司祭の肖像》Portrait d’un 
abbé, 17.5×15cmから1858年の《女性の肖像》Portrait de femme, 55.5×
46cm等にいたるまで、同様に多く手掛けている。1853年の《女性の肖像》









1849年に描かれた《死せるキリストと聖女たち》Christ mort et les Saintes 
Femmes, 53×64.5cmや《エクセオモ（見よ、この人を）》Ecce Homo11）, 
























































ダ・ヴィンチ Leonardo da Vinci (1452‒1519) やラファエッロ Raffaello 
─ ─201
画家ジャン＝ジャック・エンネル
Sanzio (1483‒1520) やコレッジオ Correggio (ca. 1489‒1534) の作品から彼が
感じ取ったものは、当初は、「独断とまったくの約束事」16）でしかなかった。
しかし、やがて古典派や、「フランス派の名誉」17）と崇めるアングルはもと
より、ナポレオンの宮廷画家だったプリュードン Pierre-Paul Prud’hon 

























































































Gozzoli (1420‒1497)、フラ・アンジェリコ Fra Angelico (ca. 1387‒1455)、
アンドレア・デル・サルト Andrea del Sarto (1486‒1530)]、フラ＝フィリッ
ポ・リッピ Fra Filippo Lippi (1406‒1469)、コレッジオ Correggio (ca. 
1489‒1534)、ジョット Giotto (1267‒1337)、カルパッチョ Carpaccio (ca. 


































































































すなわち、様式 ‹ style ›である。イタリアは、ホルバインの肖像画の愛好者だっ













Byblis changée en sourceを出品し、1868年には《化粧》La Toiletteを、1869
─ ─208
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年には《横たわる女》、通称《黒い長椅子の女》Femme couchée dite La 
























































1878年：《マグダラのマリア》La Magdeleine, 123×93cm, Mulhouse.
1879年：《牧歌》L’Eglogue, 160×300cm, Petit Palais.
1880年：《泉》La Fontaine, 95×69.5cm, Musée Henner.
1881年：《いずみ》38）La Source, 100×73.5cm, Musée Henner.
1883年：《読書する女》La Liseuse, 94×123cm, Orsay.
1884年：《泣くニンフ》Nymphe qui pleure, emplacement actuel inconnu.
1885年：《マグダラのマリア》Madeleine, emplacement actuel inconnu.
1886年：《孤独》Solitude, 60.5×50.5cm, Musée Henner.
1893年：《眠る女》Dormeuse, 71×128.5cm, Amiens, Musée de Picardie.
1903年：《眠るニンフ》Nymphe endormie, emplacement actuel inconnu.
　このほか、官展への出品作品ではないが、注文など種々の要望に応えて
描かれたものにも下記のような裸婦画の系譜に属する作品がある。
1877年：《ナイアデス》Les Naïades,170ｘ315cm, Musée Henner.
1887年：《夢想》Rêverie, Petit Palais.
1898～1902年：《真実》La Vérité, 165.5×180, Musée Henner.

















































































































































（図10）Hestia, Dionée et Aphrodite,






優れた性質としての単一性 ‹ simplicité ›」55）という言葉を残しているが、エ
ンネルが言うフォルムとはこの単一性と、彼が繰り返して言う「色調の統











（図11）Naissance de Vénus, 1863, Orsay. （図12）Nymphes et Satyre, 1873, NY.








　エンネルは、「銀のような色調」‹ un ton argentin ›59）、「まばゆい銀のよ
うな肉体の色調」‹ ton de chair brillant et argentin ›60）、「銀のように白い」














スト Marcel Proust (1871‒1922) の作品『失われた時を求めて』À la 























































じ1902年の《サラ、湯浴みする女》Sara la baigneuse, 65.2×50.5cm, Maison 
de Victor Hugo（図14）が示すように、晩年にいっそうの進展を見たこと
─ ─220
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